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あらまし 本研究の目的は 協調学習中に行われる相互作用の形態とそこで期待される学習効果の妥当性を保

証する学習理論とを整理し 個人の学習目的達成のために効果的な協調学習グループの構成を明らかにすること

である これにより 学習理論で暗黙に仮定される学習グループ構成や相互作用の差異が明確になり 学習者の目

的に応じて 学習理論に保証された学習グループを構成することが可能になった
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は じ め に

近年 分散環境下での協調学習を支援する

の研

究・開発が活発に行なわれている ～ これは複

数の学習者が相互作用を通じて協調的に問題解決を行

う過程を支援するグループ型の学習支援システムであ

る 協調学習の有効性を示唆する理論的背景は

発達の最近接領域 構成

主義 状況

学習 認知的徒弟制

観察学習 分散認知 などその

学問領域も教育学 心理学 社会学と多岐に渡る これ

らの理論に基づいて 協調的な学習プロセスを通じた

様々な学習効果が期待される しかしながら 学習目

的とそれを達成するために必要な相互作用やグループ

形態との関連については十分に整理されているとはい

えない

本研究の目的は 協調学習中に行われる相互作用の

形態とそこで期待される学習効果の妥当性を保証する
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学習理論とを整理し 個人の学習目的達成のために効

果的な協調学習環境 （グループ構成） を明らかにする

ことである（注 ） 協調学習中には 観察 説明 教え合

いなど他者との様々な相互作用が観察される 協調学

習を通じて参加者の得る学習効果は 部分的に他者と

の相互作用に依存する 参加者に期待する学習効果の

妥当性を保証する学習理論に基づいてグループ構成を

行う ことにより 望ましい相互作用が生じやすい環境

を提供することができる また 構成されたグループを

相互作用に基づいて分析することによって そこで獲

得される学習効果を事前に推測し 不足している要素

を補う ことが可能になると考える 協調学習の有効性

を保証する学習理論を 期待される学習効果と相互作

用形態という視点から整理することにより 各理論に

おいて前提とされる協調学習活動内容の差異について

も比較することが可能となる 学習理論に保証される

学習グループの構成を分析し その結果を明示的に表

現するために 本研究ではオン ト ロジー工学

の手法を用いる 対象領域における概念と概念間の関

（注 ） ：本研究の目的は 学習理論の全てをとらえることではな く 学習

理論との対応を明確にしながら協調学習グループを構成するのに重要な

規約を体系的にまとめる作業を行ったものである 本稿で示すのはその

一部であり 構成上の詳細な制約などは紙面の都合で割愛する
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図 学習目的の分類

係を明示的に表現するオントロジーは 人間にとっ

て文章よりも明確で厳密な定義を与え 計算機シス

テムにとって操作可能な形態を提供するため 本研究

成果を表現するために適切であると考える オン ト ロ

ジーに基づいて知識モデルを表現することで システ

ム構築者は協調学習に関する支援形態や支援機能につ

いて適切なモデル化を行う ことが可能になる 本

研究では 協調学習における概念や概念間の関係を明

示的 ・体系的に記述したものを協調学習オン ト ロジー

と呼ぶ 本稿では 特に協調学習の目的に着目し それ

を記述する学習目的オント ロジーとその構成について

述べる

「有用なオン ト ロジーは利用の目的を明確に意識し

て設計されるべきである」 という考え方がある しか

し ある利用に特化したもの全てに共通する問題点と

して 想定された利用 （コンテキス ト ） から少しでも

逸脱するとそれが使いものにならな く なるという 「脆

弱さ」 がある 更に そのようなものは開発者の強い

思い入れと目的依存の観点が込められており 他の目

的での再利用が困難になる 本稿では 協調学習環

境設計のための中核となる協調学習目的オン ト ロジー

についてその本質属性の概念に着目して定義し その

利用 （コンテキスト） については触れない

効果的な協調学習グループを構成するためには

協調学習に参加する学習者の状態と目的 ならびに

学習目的を達成するために適切なグループの構成を同

定する必要がある については 学習者が を

用いて個別学習を行っているような状況を想定すれば

人間教師が存在しない場合にも 学習者モデルに基づ

きある程度同定が可能である 本研究においては

このう ち について述べる 学習理論に基づいて

グループの構成を整理することは 計算機による学習

グループの組織化を可能にすると同時に 人間教師に

とっても有用であると考える

以下 章において協調学習グループを記述するた

めに重要な 学習目的 の分類視点を示す 章では

学習理論を分析し 各分類に当たる学習目的を同定す

る 章においては グループの構成要素を検討し

章において各学習者が協調学習中に行う行為とグルー

プ内での役割を整理する 学習目的オン ト ロジーを用

いて協調学習グループを構成する手順の例と構成され

たグループの例を 章で述べる

協調学習目的の分類

学習者は ある目的を達成するために協調学習に参

加する 本研究では 協調学習支援システムに関する

研究 関連する学習理論 実践報告を広く調査し 協調

学習を通じて達成することが期待される目的を抽出し

た（注 ） その結果 目的には 学習者個人の知識ある

いは認知構造の変化と して達成される目的と 学

習者の経験に関する目的が存在することが認められた

すなわち 前者は 新しい知識の獲得 などの学習効果

に関する目的であり 後者は 他者に教える経験をす

る など どのように学習効果を得るかという経験を

示すものである さらに後者は 相互作用形態の

経験と どのような環境に参加するかという経

験 （グループ参加経験） に分類される そこで これ

らを表現し うる学習目的分類の指針を設定した すな

わち 学習者の目的を の

種に分類する

： 協調学習に参加する学習者の個人的な学習

目的 協調学習活動を通じて学習者が獲得するもの

： 協調学習中のある学習者 から見た

他者 との相互作用の目的

： 協調学習グループを構成する目的

これらの学習目的は個人的目的と社会的目的の

種に大別される 個人的目的は 及び

によって表現され 社会的目的は で表現され

る は 達成のための他者との相互

作用の目的を示す は 達成のた

めのグループ構成目的を示す 図 に 例と して学

（注 ） ：参考文献には 調査した研究のうち本稿で示すオン ト ロジーに

関連の深いもののみを示す
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表 目 的

～

表 目的

習者 によって構成される学習グループ

における協調学習目的を示す は の

である 同様に も各々の を持

つ （ ） に着目すると

は から見た との相互作

用の目的を示す 一方 は逆に

から見た との相互作用目的を示す

と は いずれも の個人的な

学習目的である は 及び

の両者に同等な視点から見た協調学習目的 （グループ

の構成目的） である 概念的には 各学習者の個人的目

的の重要な側面を捉えて抽象化したものが社会的目的

となり 学習理論に対応する

は この学習グループ全体の社会的目的である

協調学習に参加する学習者は 社会的な目的を達成

するための相互作用を通じて 個人的な学習目的を達

成することが期待される

学習目的オントロジー

前章で述べた つの視点にしたがって 学習理論に

基づき協調学習目的を同定する

表 に を示す 学習者は 協調学習において

扱われる問題領域における知識を獲得するだけでな く

認知的スキル メ タ認知的スキルなどの発達も期待さ

れる 領域知識の獲得には 記憶への単なる情報付加

取得した情報の理解や適用範囲 ・誤り修

正 知識構造 （再） 構築 の

つの段階が存在する また スキルの発達におい

ては 関連する情報の記憶への付加

実践を通じた誤りの修正や効率的なやり方の獲得

スキルの自動化安定化
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表 目 的

の 段階が存在する

表 は を示す 例えば

という

達成のために と

いう を遂行し直接的に新しい知識を獲得す

ることも可能である また より優れた学習者のサポー

トを受けながら問題解決を行うことにより

という を遂行すること

によっても当該 を達成することができる

表 は を示す は 構成要素の差異

により 型 型 型 型の

種に分類される （これについては次章で述べる） 各

は学習理論に対応したグループ構成を示す

協調学習目的の構成

本章では の構成について述べる ここでは

図 左下に示す表記法を用いる 全体概念

は その部品として概念 のインスタンスで

ある概念実体 を持つ は 関係で結ばれ

ているこ とを示す は の中である役割

を果たす の左側に半円があ

るのは この図が を定義していることを示

し の右側に半円があるのは が

他で定義されている （他の定義を参照している） こと

を示す

図 に の構成の一般形を示す は

以下に示す つの要素によって表現される

以下 ： ある に基づい

て構成される協調学習グループにおける中心的役割

この役割を果たす学習者 は 協調学習グループに

おいて中心的な教育的効果を得ることが期待される

以下 ： ある に基づい

て構成される協調学習グループにおいて を果たす

学習者 が を達成するために相

互作用する相手側の役割

： 対応する協調学習グループにお

いて中心的な相互作用の目的 （ ） を果

たす学習者 が を果たす学習者 と相互作

用する目的 の を達成するための

相互作用目的

： を果たす学習者 が を

果たす学習者 と相互作用する目的 （ ） 協

調学習においては 相互作用するメンバがお互いに何ら

かの学習効果を得ることが期待される すなわち も

同様に Ｉ 目的 を持つ
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図 の概念的構成

図 型 構成例 ：

は 達成のための

は 以下の 要素を持つ

： ある学習効果を得るために を遂行する

役割 相互作用の主体

： 役割 を果たす学習者 と相互作用する相手側

の役割

： 役割 を果たす学習者 が達成する

図 型 構成例 ：

図 型 構成例
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図 構成例 ：

は ある学習者の初期状態とゴール状態によっ

て表現される

の構成パターンは もし くは が複数

存在し得るか否かによって 種に分類される

型 型 型である 各構成パターンに対

応する を表 に 構成例を順に図 ～ に示

す 図中 二重線で結ばれた各要素は 共起することを

示し ＊はその要素が複数存在可能なことを示す

型： が複数存在し得る 問題解

決の中心は であり はそれを支援することに

よって学習効果を得る（注 ）ため が複数存在すると

各々が別の課題となる したがって は単数である

型： が複数存在可能で が単数の

問題解決の中心は であり それを補佐する

のが である

型： が複数存在し が存在しない場

合の 各学習者が同等の立場で協調学習に参

加するのがこのパターンであり 参加する全ての学習

者が と の両者の役割を担っていると見ること

もできる

なお と もに単数の場合は図 に示した

構成の一般形に一致し 全ての におい

て適用可能である

また に基づいて構成されたグループ

（注 ） ：学習者の活動のゴールは 問題を解決することである その過程

を経て副次的に学習効果を得る 例えば 力学の問題を解く ことが学

習活動のゴール （問題解決） であり その過程において他者の誤りを分

析してアドバイスを与えるという活動を行う学習者は 副次的に 認知

的スキルの発達 という学習効果を得る

自体が の構成要素となる場合がある

この入れ子状の を

と呼ぶ の構成例を図 に示

す は複数存在可能であり は他の

を遂行するグループである 前述の （

型） との構成上の差異は から見

た との相互作用目的 が存在しな

い点である は そもそも とは別の

を達成する協調学習グループである そ

こに が参加するという形態をとるため から

への相互作用によって が得る学習効果はここ

では期待されないことを意味する

上述の構造を用いて各 を記述することによ

り のいずれかを設定する

ことで それを達成するためのグループに必要な要素

を同定することが可能になる

学習者の行為と協調学習グループにお
ける役割

協調学習過程において 学習者には 説明 診断 助

言などさまざまな行為が期待される 行為の主体で

ある学習者に 他の学習者との関係についての情報が

付加され ある協調学習グループの中での役割が生じ

る 表 に 協調学習において観察される学習者の

行為とグループ中での役割を整理する 例えば 行為

は 自己の思考や問題解決戦略につい

て他者に説明 （外化） する という行為を指す この行

為は に現れる 同じ 説明 と

いう行為であるが 説明の内容は 参加するグループの

によって異なる では 課題に関し

て学習者自身の直面する問題の説明が行われ

では 課題に対する解決戦略や 自己の意見の説明

が行われる また では 自己の認知過程

や推論過程の外化が行われる この内容の差異や 他者

との相対的な関係情報が付加され 各々の行為主体に

は異なる役割が与えられる 自己の直面する問題を表

出する学習者の役割名称は であり

において協調学習者と解決する課題を提供

する 複数の学習者間での意見 ・見方の相違を認識す

る場である において 課題解決に関する

自己の戦略や意見を提示する学習者は と

呼ぶ さらに （メ タ） 認知的機能を分担する

において自己の認知過程を外化する学習者は他者

に診断を依頼する と呼ぶ
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表 学習者の行為と役割

学習目的オントロジーを用いた協調学
習グループの構成

本章では 前述の学習目的オン ト ロジーを用いた協

調学習グループ構成の例を述べる グループ構成の手

順は任意であり ここで述べる手順は必ずしも重要で

はない ここでは これまで提示した概念体系の有用性

を例証する目的で ある学習者の学習目的を達成する

ためのグループを構成する という単純な手順を示す

例と して 学習者 の自己調整スキルの育成を目

的と した場合の協調学習グループを考える 自己調整

スキルは 実行中の自己の戦略をモニタし 評価し 後

の行動を調整していく メ タ認知的スキルである 学習

者 は 自己調整スキルに関する情報は既に得てお

り 実践を通じて当該スキルを利用可能な状態に調整

していく ことが望まれる段階と仮定する

学習者 の を設定

前出の仮定より

に対応する の選出

章で述べた の構成を参照し 構成要素中

に

を含む を検索す

る この場合には が

である

が選出される また

である も候補として選出される

選出された に対応するグループの構

成

のグループは と で構

成される このグループ構成例を図 に示す 学習者

は に割り当てられる の行為は

であり の行為は であ

る 相互作用は が自己の認知過程を

に対して外化し がそれを診断し 助言を

与える は受け取った助言をもとに 自己の行

為を制御する これは スキルは 初め個人間で実現

され 後に個人内に内化される とする

に基づ く学習環境である すなわち 自己調整

スキルを 自己の思考過程の観察 診断 次

の行動の制御という ３つの活動に分割し その一部で

ある を他者 に分担させることによっ

て自己調整スキルの実現を図り その内化を期待する

学習環境である

は である すなわち は他の

（ あるいは ） に基づくグループである

は である グループ構成例を

図 に示す は に割り当

てられる の行為は

であり のグループメンバ

の行為も である 両者は行為

と しては同じであり ともに課題を解決する協力者で
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図 のグループ構成例

ある 異なる点は が当該スキルに

関して既に習得し であるのに対

し は であ

る点である は より優れた学

習者らのグループに参加してともに課題を解決するプ

ロセスを通じて 自己調整スキルを実践し 調整してい

く ことが期待される

のグループは と で

構成される 構成例を図 に示す は

に割り当てられる の行為は

であり の行為は である

は 自己調整スキルの適用過程を に説

明し は のガイ ド を受けながら

実際に当該スキルを実践する 学習者 の

は

であり の は

であるため にとっては冗長な学

習環境であるといえる

付加要素の検討

の使用は 通常個人の内的処理過

程であるため その適用過程を他者から観察すること

は困難である しかしながら 上述の学習グループのう

ち の場合には複数の学習者間でこの機能

を分担するため スキルの適用過程が外化され 外的に

観察可能になる これは の適用可能性

を示唆する すなわち 学習対象が学習者間の観察可

能な相互作用であれば 他の学習者が観察して間接的

に知識を得ることが可能となる したがって

で構成した学習グループには を付加す

ることができる このグループ構成例を図 に示す

は に基づいて構成されたグループ

を観察することにより 自己調整スキルの適用過

程を間接的に学習することができる

お わ り に

本稿では 協調学習の有効性を保証する学習理論に

おいて暗黙に仮定される協調学習環境を 学習効果と

参加者の振舞い 相互作用という構成要素によって明

確にした これにより 各学習理論で前提とする学習

グループ構成や相互作用の差異が明確になった また

協調学習目的オン ト ロジーを用いて 学習目的に応じ

て 学習理論に保証された学習グループを構成するこ

とが可能になった

構成された学習グループにおいて協調学習を行う際

には 学習対象となる課題についても考慮する必要が

生じる また 章における例で示したように ある学

習目的達成のために有効なグループの構成は 複数存

在する場合もある それらのうち最も適切なグループ

を選択するためには 学習グループにおいて各役割を

実行する学習者の条件を明らかにしていく必要がある

また 各学習グループは独立 （排他的） ではな く 統合

可能な場合もある すなわち 一人の学習者が複数の

グループに参加し 複数の役割を担う ことによる相乗

効果が期待される 一方で これは過負荷による学習
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の阻害という危険性も併せ持つ したがって 各役割

遂行中に行われるコ ミ ュニケーシ ョ ンを検討し 同時

に遂行可能な役割や学習者の認知的負荷を推定する枠

組を構築することが今後の課題としてあげられる
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